
主催：さいたまトリエンナーレ実行委員会
助成：　平成２８年度 文化庁 文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業、公益財団法人
さいたまトリエンナーレ２０１６とは
127万もの人々が生活するさいたま市に、世界に開かれた創造と交流の現場をつくりだすことを目指す国際芸術祭。
テーマは「未来の発見！」。
アートを鑑賞するだけでなく、共につくる、参加する芸術祭です。まちの成り立ちや知られざる自然、土地の歴史など、
生活都市ならではの魅力が見える、市内のさまざまな場所が会場となります。国内外のアーティストたちが発見する、
多様で多彩なさいたま。その魅力あふれるさいたまに触れ、私たちのこれからの未来を発見していきます。
このチラシは10,000部作成し、1部あたりの費用は10円です。
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2016.9/24～12/11（水曜日休校）
10：00～18：00（授業・部活プログラムは土・日AM・PMおよび金夜を中心に実施。詳細は裏面参照）
市民会館おおみや・旧地下食堂
さいたま市大宮区下町3-47-8　大宮駅東口から徒歩15分

この秋、SMF（サイタマミューズフォーラム）は市民会館おおみやにSMF学校をつくります ！ 
SMF学校は、建築・ダンス・造形美術・パフォーマンス・音楽など様々なアーティストの「とくいわ
ざ」の授業が受けられる学校です。SMFは、2008年から既成のジャンルに
とらわれない自由な視点からさまざまなアートプログラムを企画し、アートを
めぐって多くの人がつながっていくためのプラットフォームを埼玉県内につ
くってきました。そんな活動的なメンバーが中心となり、今回、生活都市さい
たまに「SMF学校」を設立することで、アーティストと直接関わりユニークな
視点や考え方に触れる事が出来る時間を創造します。 ▲SMF学校の最新情報

はこちらから！
Illustration：Yasuyuki Aoyama
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詳しくはHP
http://www.artplatform.jp/

SMF学校では開校期間を５つに分け
それぞれの「表現テーマ」に基づいたプログラムを展開します。

9/25～10/7 「都市
計画と建築」

生活都市さいたまを
建築の視点で読み解

き

まちの魅力を再発見
するプログラム。

10/8～10/29 「コラボレーション」様々な表現者がその「とくいわざ」を持ち寄って新たな表現を展開するプログラム。

11/6～12/1 「都市とアート」「都市空間と表現」の関係に様々な表現方法で
アプローチするプログラム。

12/2～12/
4 「映像とデ

ザイン」

映像やデザイ
ンの持つ「伝

える力」を

都市空間で
考えるプログ

ラム。

「SMF学校」の主な４つのプログラム

●金曜日ーみる！ハナ金「とくいわざ」授業ー（19：00～20：30）
金曜日は、都心で仕事をしているサラリーマン・OLさんを対象にした
授業プログラムを展開。仕事帰りにアートの時間はいかがですか？？
普段ゆっくり物事について考える時間ない、自分とは違った分野の面
白い視点を得たいという方が対象です。いつもの仕事や生活に役立
つ何かが見つかるかも！？

●土曜日ーつくる！「とくいわざ」アクションー（10：30～16：30）
土曜日は、生活都市さいたまをモチーフにしたワークショップやパ
フォーマンスなど体験型授業プログラムを展開。アーティストと直接
関わり、作品制作の時間を通して、自分から生まれるアイデアを楽しん
だり、まちの魅力を再発見したりする時間です。隔週でテーマが異な
るので会期中、どんどん参加しチャレンジしてみてください。

●日曜日ーかんがえる！「とくいわざ」授業ー（10：30～16：30）
日曜日は、アーティストの「とくいわざ」をじっくり味わい、自分なりに考
えることができる授業プログラムを展開。得意なことを伝える人が生
き生きとし、話を聞く人までワクワクする授業を実施します。一般的な
雑学から時にはマニアックな話も織り交ぜながら、その分野に精通し
ているアーティストとの時間を楽しんでください。

●部活プログラム（授業時のぞき随時）
とくいわざをアーティストと一緒に楽しむプログラム。SMF学校の趣
旨に合った様々なアーティストが独自のプログラムを展開します。また
同時にSMF学校を活用するプログラムも募集しています。

（SMF学校コーディネート：浅見俊哉）

SMF学校参加アーティスト・講師陣（2016年7月現在）
メンバー講師：愛智伸江、青山恭之、浅見俊哉、石上城行、大澤加寿彦、柴山拓郎、中村隆、野本翔平、藤井香、三浦清史、三友周太
ゲスト講師：浅沼奨、井上唯、大場さやか、奥平聡、小野養豚ん、カワムラアツノリ、熊谷薫、黒田なつ子、小宮貴史、鈴木健太、田中清隆、田村香織、西尾路子、
野口竜平、幅田彩加、林文彦、松本一哉、渡部範久

■SMFとは
SMFはサイタマミューズフォーラム（Saitama Muse Forum）の略称です。2008年から埼玉県立近代美術館に事務局を置き活動しています。
ＳＭＦは、既成のジャンルにとらわれない自由な視点からさまざまなアートプログラムを企画して、アートをめぐって多くの人がつながっていくためのプラットフォームです。 
ＳＭＦは、さまざまな生き方をしてきた人が集い、触発しあいながら、まだ見たことも聴いたことも経験したこともないようなモノゴトを創りだすこと、これまで見えなかったモノゴトが見えるようにな
ること、これまでとモノゴトが違ってみえるようになり、生きることが豊かになることを目指して活動しています。

SMF学校ホームページ
http://smfartschool.wixsite.com/saitama

10/30～11/5 「パフォーマンス」人々が行き交う都市空間を舞台に、予測不能な時間をつくりだすプログラム。

9/24（土）～11/6（日）「小野養豚ん 食堂展」
11/10（木）～12/11（日）「たまご から から 西尾路子展」
いのちをいただき、いのちをつなぐ。二人の実力派作家が厨房・食堂の特
異な空間に挑みます。
＊11/7（月）11/8（火）は展示替えのため入場できません。 小野養豚ん

《Born to Live》2012 
（参考写真）

たまご から から 西尾路子展
（参考写真）

問合せ
SMFschool@artplatform.jp

展示プログラム（ＳＭＦ学校 展覧会予定）
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